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１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における長与町の現状・課題

【現状】

・令和5年度から町立中学校３校すべての休日の運動部活動を地域スポーツ活動へ移行

・地域スポーツ活動の運営は、特定非営利活動法人総合型SC長与スポーツクラブが運営

・12種目（卓球、陸上、サッカー、バスケットボール、バレーボール、バドミントン、ソフトテニス、

硬式テニス、軟式野球、柔道、剣道、弓道）21活動を実施

・令和5年度は参加者は351名～544名で、指導者124名（大学生33名を含む）を確保

・参加者は種目に関わらず月会費3,000円を受け皿の長与スポーツクラブに支払い参加

・活動場所は町立中学校のグラウンド、体育館等の運動施設で実施

【課題】

・受け皿基盤強化：持続可能な運営ができる事務局体制の整備

・人材確保：指導者の質の向上（資格取得）、指導者が不足する種目の指導者確保

・財源確保：月会費だけでは赤字経営となることから、持続可能な財源確保

・意識改革：大会中心から楽しみ中心へ、生涯にわたってスポーツに親しむ環境づくり

人口 39,936人 部活動数 46部活

公立中学校数 3校 市区町村の協議会・検討会議
等の設置状況

設置済

公立中学校生徒数 1,077人 市区町村の推進計画・ガイドラ
イン等の策定状況

策定済

●長与町立小・中学校の児童・生徒数一覧（令和5年5月1日時点）

長与町立小・中学校 児童・生徒数 計

長与小学校 846人

2,352人

高田小学校 311人

洗切小学校 262人

長与北小学校 296人

長与南小学校 637人

長与中学校 538人

1,077人長与第二中学校 356人

高田中学校 183人
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１．自治体の基本情報

令和３年度、令和４年度の実践研究等、この取組に着手する中で、大小様々な課題に直面

地域連携・地域移行における長与町の現状・課題

⚫ 受け皿は必須。しかし、これまでの運営基盤では弱い。
⚫ 指導者は必要。しかし、数も質（有資格）も十分ではない。
⚫ 月会費は家庭の経済格差に配慮し、廉価に設定。しかし、運営には相応のお金が必要。
⚫ 部活動から地域スポーツ活動への意識改革が必要。しかし、大人は変わりにくい。

課題

受け皿基盤強化

財源確保

人材確保

意識改革

➢ 指導者の確保と育成
➢ 無資格 → 有資格

➢ 月会費だけでは運営できない
➢ 国・県・町からの委託
➢ 助成金・補助金・企業版ふるさと納税他

➢ 大会中心 → 楽しみ中心
➢ 学校 → 地域
➢ 無料（無償）→ 有料（有償）

➢ 事務局長・事務員確保
➢ 事務局運営財源確保
➢ 確実な会計処理

令和5年度の実証事業では、上記課題に対して、教育委員会、長与SC、学校の関係機関が連携して取組を推進

⚫ 「事務局体制、受け皿の基盤強化」に向けた取組の推進
⚫ 「指導者確保、指導者の質向上」に向けた取組の推進
⚫ 「財源確保」に向けた取組の推進
⚫ 「楽しみ中心、生涯スポーツ」に向けた取組の推進
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１．自治体の基本情報

運動部活動から地域スポーツ活動への段階的な移行

種目
運動部活動 地域スポーツ活動

長与中 第二中 高田中 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

卓 球 男 女 男 女 男 女 ◆融合教室 ●7月～実践研究※

4月から休日の12
種目を地域スポー
ツ活動として実施

バスケット 男 女 男 女 男 女 ●6月～実践研究

バレー 男 女 女 ●8月～男、12月～女

バドミントン 男 女 男 女 男 女 ●R5.3月～男女

陸 上 ○ ○ ○ ●10月～合同練習

サッカー ○ ○ ○

軟式野球 ○ ○ ○

ソフトテニス 男 女 男 女 男 女 ●11月～合同練習

硬式テニス ○ ○ ●12月～合同練習

柔 道 ○

剣 道 ○ ○

弓 道 ○

ラグビー ○ 〇町クラブ

※対象は長与中学校
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１．自治体の基本情報

長与町地域スポーツ活動の種目・活動・参加者・指導者数

種目 卓球 陸上 サッカー バスケットボール バレーボール バドミントン

活動の様子

指導者数 12名、3名 6名(4)、４名 8名(4)、3名 5名(2)、1名 6名(3)、4名 13名、5名

参加者数 32名（男14、女18） 28名（男17、女11） 35名（男33、女2） 52名（男33、女19） 30名（男17、女13） 66名（男31、女35）

種目 ソフトテニス 硬式テニス 軟式野球 柔道 剣道 弓道

活動の様子

指導者数 16名(2）、3名 6名(1）、6名 4名(2)、1名 5名(2) 6名、1名 4名、2名

参加者数 52名（男27、女25） 13名（男6、女7） 12名（男子のみ） 7名（男子のみ） 1名（男子のみ） 23名（男9、女14）

種目数 活動数 参加者数 指導者数 （内 兼職兼業） （内 大学生）

12 21 350～550 124 （20） （33）

種目別の指導者数・参加者数（令和5年12月末時点）
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

年間の事業スケジュール

▼運営体制図（市区町村における推進体制図） ▼行政組織内での役割分担

⚫ 教育委員会（学校教育課）

➢ 部活動の地域移行に係る総合窓口、全体コーディネート

➢ 委託金・補助金の申請・報告

⚫ 首長部局（政策企画課）

➢ 企業版ふるさと納税、寄附金の総合窓口

⚫ 教育委員会（生涯学習課）

➢ 総合型地域スポーツクラブの支援窓口

➢ 学校施設の利用規則整備

⚫ 教育委員会（教育総務課）

➢ 部活動・中体連補助金の整備

月 内容

4月 ・地域スポーツ活動指導者研修会（コンプライアンス）
・長与町地域スポーツ活動（12種目）開始
・教育委員会・NSC幹部の情報共有・課題検討（月1～2回）

5月 ・部活動地域移行コーディネーターの就任
・令和5年度第1回検討委員会の開催

6月 ・種目別指導者研修会の開催（6月～2月）

7月 ・令和5年度第2回検討委員会の開催

8月 ・熱中症対策（注意喚起、製氷機、WBGT測定、巡回等）
・教育委員会・NSCの担当者定例打合せ実施（月1回）

9月 ・海洋スポーツ体験（SUP）

月 内容

10月 ・指導者研修会（大阪体育大学 10月～2月）

11月 ・教職員への満足度調査の実施

12月 ・企業との三者連携協定式（企業版ふるさと納税 第1号）
・長与スポーツクラブフェスタの開催

1月 ・指導者（リーダー・サブリーダー）説明会の実施
・生徒、保護者、管理職への満足度調査の実施
・新中学生・保護者説明会（3中学校）

2月 ・令和5年度第3回検討委員会の開催
・長与町地域スポーツ活動1周年記念イベントの開催
（石川佳純47都道府県サンクスツアーin長崎・長与町）

3月 ・事業完了報告書・成果報告書の作成・提出

長与町
教育委員会

長与中 長与第二中 高田中

平日の運動部活動

連携・協力、
情報共有

長与スポーツクラブ（NSC）

休日の地域スポーツ活動
委託

・希望する教職員は、
兼職兼業の申請・許
可を経て参加できる。
・部活動の様子を顧
問が月1～2回、情報
共有を行う。

⚫ 首長部局（議会事務局）

➢ 他市町の議会視察対応窓口
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の運営実績

拠点校数 ３校 地域クラブ活動に取り組んだ種目 卓球、バスケットボール、サッカー、陸上、バレーボール、バドミントン、
ソフトテニス、硬式テニス、軟式野球、柔道、剣道、弓道の１２種目

地域クラブ活動に取り
組んだ部活動数

４６部活

拠点校名 長与中学校、長与第二中学校、高田中学校

地域クラブ活動に移行
した部活動数

３部活

地域クラブ活動で実施
した種目

サッカー

運営主体名 NPO法人総合型SC長与スポーツクラブ

運営類型 総合型地域スポーツクラブ運営型

１か月あたりの平均的な
活動回数

サッカー：月６回程度

指導者の主な属性 教員

活動場所 長与中学校グラウンド、高田中学校グラウンド

主な移動手段 徒歩、保護者送迎

１人あたりの参加会費等
（年額）

サッカー：36,000円／年（12か月）

１人あたりの保険料 スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年

指導者１人あたり：1,850円/年

▼活動概要 ▼運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

主な取組例

長
与
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教
育
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中
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（
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中
・
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・
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中
）

地域スポーツ活動へ参加委託

（地域スポーツ活動の運営）

■フルタイム職員1名
月・火・水・金・土 8時45分～17時30分

■パートタイム職員1名
月・水・金       14時30分～16時30分

運営管理 具体的な業務内容

参加生徒管理 募集・入会手続き／名簿作成

指導者管理 確保／契約／活動方針の説明／活動チェック

会計管理 帳簿作成／会計報告／月会費集金／謝金
支払／物品購入／税金対応

会場管理 会場の確保／割当／周知／変更・中止連絡
／会場費支払（学校以外）

情報管理 生徒・保護者への連絡／指導者との情報共有
／学校・町教委との情報共有

リスク管理 コンプライアンスの徹底／保険対応
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ア．関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

・長与町内の3中学校とその教職員、部活動の地域移行に関する指導者・受け皿・関係団体との調整を行うコーディネーターを配置した。

➢ 地域スポーツ活動、学校部活動の巡回を通じて、リスクマネジメント、課題への対応を行った。

➢ 部活動の地域移行の様子を地域スポーツ活動通信として、月2回程度、情報発信を行った。

➢ 教育委員会とNSCの担当者による定例打合せを開催し、地域スポーツ活動の進捗状況を確認し、今後の対応を検討した。

取組事項

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

特に
工夫した
事項

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：イ：指導者の質の保証・量の確保

・長与町地域スポーツ活動の指導者を確保した。

➢ 指導者90名（内 兼職兼業20名）、指導補助の大学生30名の計120名の指導者の確保し、NSCと契約した。

➢ 4月、2月に指導者研修会、指導者説明会を開催した。

➢ 兼職兼業ガイドラインを整備して、希望する教職員が地域スポーツ活動に参加できるよう整備した。

取組事項

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

特に
工夫した
事項

今後の
課題と
対応方針

●確保した指導者

【実績】
種目 指導者

内 教職員
(兼職兼業)

大学生 計

卓球 12 3 15

陸上 6 (4) 6

サッカー 8 (4) 3 11

バスケットボール 5 (2) 1 6

バレーボール 6 (3) 4 10

バドミントン 13 5 18

ソフトテニス 16 (2) 3 19

硬式テニス 6 (1) 6 12

軟式野球 4 (2) 1 5

柔道 5 (2) 5

剣道 6 1 7

弓道 4 2 6

計 91 (20) 33 124

【成果】
・地域スポーツ活動で実施する12種目の指導者を確保するこ
とができ、定期的に休日の地域スポーツ活動を実施することが
できた。

【工夫】
・指導者の確保にあたっては、公募は行わず、これまで学校部
活動の外部指導者として協力していた方や保護者など、現在
活動する指導者のネットワークを通じて確保した。
・大学生は、あくまでも指導者の補助という位置づけで、教育
委員会が長崎大学のボランティア支援組織を通じて公募を行
い、見学・体験を通じて、指導者と大学生のマッチングを経て
確保した。

【今後】
・地域スポーツ活動に携わる指導者が、資格取得に向けた研
修会等を受講することで、子どもたちの楽しいスポーツ環境をよ
りよくしていくことが求められる。研修受講や資格取得には、さま
ざまな費用が発生することから、係る費用の支援することによっ
て、質の保証につながる。
・兼職兼業ガイドラインは、毎年更新を行う。
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：イ：指導者の質の保証・量の確保

・JSPOの公認スポーツ指導者資格や大阪体育大学の運動部活動指導認定プログラム等、指導者の資質向上のための研修の受講を促進した。

➢ 10月から2月まで、大阪体育大学の運動部活動指導認定プログラムを開催し、受講料の一部を支援した。

➢ JSPOの公認スポーツ指導者資格等につながる指導者研修会の受講に対して、受講料の一部を支援した。

➢ スポーツデータバンク㈱、三井住友海上火災保険㈱、長与町との三者連携協定を通じて、指導者の資質向上のオンライン研修を開催した。

取組事項

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

特に
工夫した
事項

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：エ：面的・広域的な取り組み

・長与町内すべての中学校（長与中学校、長与第二中学校、高田中学校）における休日のすべての運動部活動（46部活）を

地域スポーツ活動へ移行した。

➢ 6月末までは中学1年生から3年生までの生徒約530名が参加した。

➢ 夏の中体連終了後、徐々に参加者が減少し、12月には中学1年生・中学2年生までの生徒約350名が参加した。

➢ 地域スポーツ活動の実績は、12種目21活動で計約1,200回（10ヵ月）を実施した。

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

特に
工夫した
事項

今後の
課題と
対応方針

・屋外種目のサッカー、軟式野球、陸上、弓道、ソフトテニス、硬式テニスについては、雨天時に活動が中止になることがある。

➢ 屋外種目専用の連絡体制を整備し、雨天時の活動中止判断や連絡方法について方針を示して統一を図った。

➢ サッカーと硬式テニスについては、連絡ツールアプリのSgrum（スグラム）を導入し、スケジュール管理、保護者への連絡が取りやすくなった。

・天候や参加者不足等により、月に4回未満の活動実績となった場合は、参加費を減額して徴収した。

・夏の期間の熱中症対策として教育委員会、長与SCでミーティングを行い、活動中のWBGT値の測定、製氷機や塩分補給等飲料水

の準備や対応を行った。

・種目別の特性がある中で、統一した方針等、長与SCから指導者のリーダー・サブリーダーに対して情報共有を図った。

・教育委員会、コーディネーター、長与SCの担当者の顔と名前が一致するよう、定期・不定期に活動を巡回し、コミュニケーションを図った。

・令和６年度から学校教育課から生涯学習課へ地域スポーツ活動の所管が移ることに伴い、関係者が協力して対応していく。

➢ 生涯学習課スポーツ振興班の担当者の顔と名前を、地域スポーツ活動の指導者（リーダー・サブリーダー）に周知する。

➢ 部活動地域移行コーディネーターが、定期的な情報共有の場を設定するなど、学校と地域の連携拠点としての役割を果たす。

➢ 中体連が主催する大会参加規程の全国的な変更に伴う対応として、学校教育課、各中学校、地区中体連担当者、他市町の

コーディネーターを含めた連携・情報共有を通じて、子どもたちが成果を発揮できる機会に円滑に参加できるよう調整を図る。
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■取組の成果
 種目別の地域スポーツ活動の参加者数推移と実施回数計（令和5年5月～令和6年2月）

2023年度参加者推移 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月～2月 活動回数計

卓球

長与男子 18 8 9 9 9 7 7 7 64

長与女子 15 15 15 14 9 9 9 8 64

長与第二 21 21 21 19 19 18 18 17 64

高田 7 2 2 0 0 0 0 0 5

陸上 39 39 40 32 29 28 28 28 43

サッカー 59 51 51 51 37 35 35 35 64

バスケットボール
男子 47 46 44 43 36 35 34 33 66

女子 31 31 31 31 28 28 21 19 66

バレーボール
男子 24 23 23 22 19 19 19 17 66

女子 23 16 13 14 13 13 13 13 63

バドミントン

長与男子 22 22 22 15 14 14 13 13 72

長与女子 25 21 20 17 16 15 15 15 66

長与第二 29 25 26 25 25 25 25 25 70

高田 23 16 15 14 13 13 13 13 69

ソフトテニス
男子 26 26 30 27 27 27 28 27 59

女子 36 26 26 28 28 27 27 25 58

硬式テニス 18 24 24 13 13 13 13 13 60

軟式野球 27 22 22 16 14 13 12 12 63

柔道 8 8 8 8 8 7 7 7 52

剣道 10 8 4 3 2 1 1 1 44

弓道 36 32 29 28 24 23 23 23 21

合計 544 482 475 429 383 370 361 351 1,199
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：オ：内容の充実

・地域スポーツ活動において、世代間交流や親子で参加できるようなスポーツイベントを実施した。

➢ 9月に、大村湾において、海洋スポーツ体験（SUP）を実施した。

➢ 12月に、親子で参加できる長与スポーツクラブフェスタを実施した。

➢ 2月に、卓球の石川佳純さんを招いて、小学6年生を対象に卓球教室を実施した。

取組事項

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

特に
工夫した
事項

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：カ：参加費用負担の支援等

・地域スポーツ活動に係る参加する困窮世帯に対する支援策について、長与スポーツクラブおいて検討し整備した。

➢ 月会費の一部を一時的に長与スポーツクラブが立て替えて支援する「地域スポーツ活動サポート基金（スポサポ）」を整備した。

・企業版ふるさとの納税や企業等からの寄附などの多様な財源の在り方の検討を行った。

➢ 長与町内企業（有限会社長崎井上様など）から長与町地域スポーツ活動の消耗品購入等に対する寄附をいただいた。

➢ 長与町外企業（三井住友海上火災保険㈱）から指導者研修の充実等に対して企業版ふるさと納税をいただいた。

取組事項

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

特に
工夫した
事項

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ク：その他の取組

・生徒、教職員、保護者等へのニーズ・満足度調査等を実施した。

➢ 11月に、教職員に対する満足度調査を実施した。

➢ 12月の検討委員会において教職員の満足度調査結果を共有し、取組の振り返りを行った。

➢ １月～２月に、生徒、保護者への満足度調査を実施した。

➢ 2月の検討委員会において、生徒・保護者の満足度調査結果を共有し、取組の振り返りを行った。

取組事項

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

特に
工夫した
事項

今後の
課題と
対応方針

・生徒、教職員は満足しているが、保護者は活動場所への送迎負担もあり生徒・教職員に比べると満足度が低かった。

➢ 生徒の9割以上は地域スポーツ活動に満足しており、教職員の9割以上も部活動の地域移行の取組に満足している。

➢ 休日の部活動の地域移行の取組を通じて、教職員の働き方改革につながっている可能性が高い。

➢ 保護者は、参加費や送迎といった負担が増えていることから、生徒・教職員に比べ、保護者の満足度は低いが、8割程度は満足している。

・アンケートへの回答率を高めるため、教職員と生徒・保護者のアンケート実施時期をずらしたり、回答率が上がるよう工夫を行った。

➢ 教職員へのアンケートは、途中段階で回答実績を学校へ連絡し、各中学校長から未回答者へ回答するよう連絡するようにした。

➢ 生徒へのアンケートは、学校に回答の協力依頼を行い、地域スポーツ活動の参加の有無に関わらず回答するように依頼をした。

➢ 保護者へのアンケートは、教育委員会から直接連絡が届く形で情報発信を行い、回答率が上がるよう努めた。

・アンケート結果を踏まえ、地域スポーツ活動について理解が進んでいない部分など、FAQを作成し、長与町のホームページへ掲載する予定。

・アンケートの実施は、取組の状況を把握するよいツールであるが、調査する側、回答する側、ともに一定の負担がかかることから、必要最小限に

する予定としている。（教職員への満足度調査については廃止し、超過勤務時間等の定量的なデータで対応する等）
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２．実証内容と成果

参考資料（生徒のアンケート結果）

図、グラフ、文章での説明等

【生徒の満足度】

とても満足

24%

満足

34%

ふつう

36%

不満

4%

とても不満

2%

生徒の94％が
満足している
（ふつう含む）

実施時期 令和6年1月～2月
回答者数 全体771名（回答率71.5%）

地域スポーツ活動の参加者472名（回答率86.8％）

●休日の地域スポーツ活動で楽しいと感じる（感じたこと）【複数回答】

●休日の地域スポーツ活動できついと感じる（感じたこと）【複数回答】
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２．実証内容と成果

参考資料（保護者のアンケート結果）

【保護者の満足度】

図、グラフ、文章での説明等

とても満足

8%

満足

35%

ふつう

34%

不満

15%

とても不満

8%

保護者の77％
が満足している
（ふつう含む）

実施時期 令和6年1月～2月
回答者数 全体205（回答率19.0%）

地域スポーツ活動の参加者の保護者167名（回答率30.7%）

●地域スポーツ活動の頻度 ●地域スポーツ活動の指導

●地域スポーツ活動の参加費 ●地域スポーツ活動の場所
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２．実証内容と成果

参考資料（教職員のアンケート結果）

図、グラフ、文章での説明等

【部活動の地域移行に対する教職員の満足度】 【教員の働き方改革につながるか（教職員の回答）】

図、グラフ、文章での説明等

とても満足

15

21%

満足

30

42%

ふつう

21

30%

不満

4

6%

とても不

満

1

1%

教職員の93％
が満足している
（ふつう含む）

とてもつながっ

ている。, 22, 

31%

つながっている。, 

32, 45%

ふつう, 10, 

14%

つながっていない, 

6, 9%

まったくつながっていない, 

1, 1%

教職員の90％
が働き方改革に
つながっている
（ふつう含む）

実施時期 令和5年11月～12月
回答者数 71名（回答率100%） ① 顧問かつ兼職兼業している教職員 28%

② 顧問で兼職兼業はしていない教職員（情報共有実施） 20%

③ 顧問だが情報共有を実施しない教職員 17%

④ 顧問ではなく、休日の活動も関与しない教職員 35%

（参考）休日の地域スポーツ活動への教職員の関与形態と割合
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２．実証内容と成果

■減った業務内容

1

2

4

4

11

11

13

21

22

26

42

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

スポーツ振興センターへの災害報告の件数

試合の引率

生徒のコミュニケーション

部員のトラブル解消

部費など会計管理

指導者との連絡調整

部員の移動補助（輸送含む）

大会に係る手続き

保護者との連絡調整

練習試合の設定

休日の技術等指導

参考資料（教職員のアンケート結果）

1

1

2

2

5

5

8

9

14

15

15

26

0 5 10 15 20 25 30

諸手続きなどでわからないこと

大会運営、準備

練習試合の設定

部費など会計管理

部員の移動補助（輸送含む）

部員のトラブル解消

生徒のコミュニケーション

休日の技術等指導

指導者との連絡調整

大会に係る手続き

保護者との連絡調整

NSCとの連絡調整

■増えた業務内容
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２．実証内容と成果

参考資料（広報物）

図、グラフ、文

【長与町地域スポーツ活動通信～部活動の地域移行に関するお知らせ～】 【長与スポーツクラブ会報誌】

v

概要 令和5年4月からの地域スポーツ活動に関するお知らせを掲載
内容 地域スポーツ活動の活動実績や活動予定など情報共有・報告中心
発行 2023年4月7日（金）～2024年3月1日（金）計22号
作成 部活動地域移行コーディネーター
発信 町教委から保護者、学校、長与SCに発信。長与町ホームページへ掲載

●通信

●長与町HP

●会報誌

●長与SCのHP

概要 長与SCの会報誌
発行 毎月1回（第3火曜）
作成 長与スポーツクラブ
内容 毎月の地域スポーツ活動のスケジュール掲載
発信 長与SCのホームページへ掲載。町教委から町内小中学校へ発信
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２．実証内容と成果

参考資料（令和5年度の長与町の取組成果説明資料）

【他市町との意見交換や視察時の説明資料】
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２．実証内容と成果

参考資料（令和5年度の長与町の取組成果説明資料）

【他市町との意見交換や視察時の説明資料】
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２．実証内容と成果

参考資料（令和5年度の長与町の取組成果説明資料）

【他市町との意見交換や視察時の説明資料】
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２．実証内容と成果

参考資料（令和5年度の長与町の取組成果説明資料）

【他市町との意見交換や視察時の説明資料】
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２．実証内容と成果

参考資料（令和5年度の長与町の取組成果説明資料）

【他市町との意見交換や視察時の説明資料】
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２．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

①地域スポーツ活動の様子（弓道C）

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

②海洋スポーツプログラム：SUP（サップ）

③大阪体育大学の運動部活動指導認定（２月） ④長与町内企業からの支援・協力（寄附）

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること
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２．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

⑤長与スポーツクラブフェスタ（ミニサッカー）

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

⑥長与町地域スポーツ活動１周年記念イベント
（石川佳純47都道府県サンクスツアーin長崎・長与町開催）

⑦三者連携協定と長与町外企業からの企業版ふるさと納税 ⑧指導者（リーダー・サブリーダー）説明会

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること
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２．実証内容と成果

参考資料（取材等による取組の掲載実績）

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

⑨スポーツ庁の部活動改革ポータルサイト内で取組動画掲載
～生涯スポーツ社会の実現に向けた「地域スポーツ活動」への進化～

（2023年11月7日、スポーツ庁）

⑩文部科学省の広報誌ミラメク -未来の羅針盤内に写真・関連記事掲載
部活動改革～学校から地域へ、より豊かなスポーツ・文化芸術活動への扉～

（2023年秋号、文部科学省）

⑪【大阪体育大学】
長崎県・長与町で運動部活動指導認定プログラムの最終授業

⑫【Sgrum活用事例】休日の活動から地域移行を開始。
行政-学校-地域の密な連携でアイデアを出し合い課題を解決する

長与スポーツクラブ（長崎県）

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること
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２．実証内容と成果

参考資料（アスリートを招へいした記念イベント）

⑫石川佳純47都道府県サンクスツアーin長崎・長与町（2024年2月29日）
長与町地域スポーツ活動1周年記念として、長与町教育委員会・長与スポーツクラブの共催で開催

●47都道府県サンクスツアーについて

■趣旨 長与町は、中学生世代の部活動の地域移行を推進しており、
 長与町地域スポーツ活動の1周年記念事業として、長与町教育

 委員会とNPO法人総合型SC長与スポーツクラブの共催事業とし
て開催

■目的  卓球が盛ん長与町では、部活動の地域移行を進めるきかっけと
なった種目が卓球だったことから、石川佳純さんをお招きして、スポ
ーツの楽しさや卓球の魅力を子どもたちに感じてもらい、参加した
子どもたちが、将来にわたってスポーツに参加すること、スポーツに
親しむことにつなげていくこと

■対象 長与町立小学校の小学6年生 約380名
長与町立中学校の中学1・2年生 約30名（卓球部）

■日時 令和6年2月29日（木）13:30～16:30

■会場 長与小学校体育館

■内容 卓球のデモンストレーション、トークショーと質問コーナー
卓球教室（全員）、セレモニー、記念撮影 等

石川佳純さんが、東京オリンピックを含む、過去3回
のオリンピック、自身のキャリアを通じて経験した卓球の
魅力、スポーツの楽しさを日本中の多くの方に伝えたい
との思いからスタートしているイベント

☆企業版ふるさと納税を活用した取組☆
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２．実証内容と成果

参考資料（学校だより一部抜粋等：アスリートを招へいした記念イベントについて）

⑬長与小学校学校だより （2024年3月7日） ⑭長与南小学校学校だより （2024年3月1日）
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

①教育委員会
• 意思決定／条件整備

②教育委員会と総合型クラブ
• 受け皿決定

③教育委員会と学校（校長会）との協議
• 休日の運動部活動廃止の合意形成

④指導者確保（町教委と受け皿）
• 教室運営方法や役割分担の協議

⑤保護者説明（受け皿、町教委、学校）
• 教室運営方法や月会費など

⑥参加者募集（受け皿）
• 入会届＆入会金＆保険加入

⑦調整（町教委、受け皿）
• 指導者確保

令和
2年度

令和
3年度

令和
4年度

令和
5年度

• 4月  休日のすべての運動部活動を地域スポーツ活動（12種目21活動）へ
• 12月  長与SCが長与スポーツクラブフェスタ開催（親子で参加、複数のスポーツ体験）
•  1月 町教委が生徒・保護者を対象に満足度調査を実施
• ２月 町教委と長与SCの共催で、長与町地域スポーツ活動１周年記念イベントを開催（小学６年生対象に卓球教室を開催）

• 6月 町内すべての中学校バスケットボール部が休日地域部活動（委託研究）開始
• 6月 長与SC・町教委による種目別顧問・外部指導者対象へ説明会実施
• 12月 スポーツ庁より「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方に関する総合的な

ガイドライン」発表
• 12月 長与町地域部活動推進検討委員の計6回の会議を経て、「長与町運動部活動地域

移行推進計画」策定、第1回地域スポーツ活動指導者説明会開催
• 2月 第2回地域スポーツ活動指導者説明会開催

（令和5年度の年間計画作成、各種目のリーダー・サブリーダーの決定）

• 7月 長与中卓球部が休日地域部活動（委託研究）開始
• 9月 長与町地域運動部活動推進検討委員会（第1回）開催
• 9月 バスケットボールの休日地域部活動検討開始
• 12月 長与町地域運動部活動推進検討委員会（第2回）開催

• 9月 文部科学省「第4回学校における働き方改革推進本部」にて休日の
部活動地域移行が示される。

• 12月 卓球協会と長与スポーツクラブ（長与SC）による中学生卓球教室
（週1回）開始。部活動との融合。

• 12月 教職員の兼職兼業に関する項目を長与町小・中学校管理規則に追加
• 2月 地域部活動推進事業の委託について長崎県教育委員会より打診を受ける。
• 3月 長与町内中学校卓球部に研究対象について長与SCより打診（長与中卓球部）

⑧運営（受け皿）
• 効率の良い受け皿運営
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３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ（2024年3月時点）

担当部局・受け皿
2023年度
R5年度

2024年度
R6年度

2025年度
R7年度

2026年度
R8年度

各中学校（3校） 平日部活動 平日地域移行検討・準備（可能な種目から）

長与町教育委員会
学校教育課 実証事業

12種目（休日）

長与町教育委員会
生涯学習課
(スポーツ振興班)

財源確保検討

12種目
(休日＋平日検討)

12種目
(休日＋平日検討)

NPO法人総合型SC
長与スポーツクラブ

実証事業 実証事業

自立

備考
4月から長与町立中学校(3
校)の休日の運動部活動は、
すべて地域スポーツ活動へ

地域スポーツ活動の主担当が
学校教育課から生涯学習課
（スポーツ振興班）へ

令和5年度から令和7年度まで
の改革推進期間終了へ

令和8年度から地域スポーツ活
動は受け皿によって自立した運
営へ

自立フェーズ

委託
事業

支援

学校教育課から
生涯学習課へ

生涯学習課から
長与スポーツクラブへ

平日検討フェーズ

実証事業を通じて地域スポーツ活動を
自立運営できる受け皿準備

実証事業フェーズ

実証事業フェーズ



【長崎県川棚町】
令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
（運動部活動の地域移行に向けた実証事業）

自治体名 長崎県川棚町

担当課名 川棚町教育委員会

電話番号 0956-82-2064
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１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

長崎県川棚町（人口13,353人〔R5.3月現在〕）唯一の町立川棚中学校には生徒350人（R5.5.1

現在）が在席し、16（運動部14,文化部2）の部が活動している。部活動数は平成元年生徒数752名

当時と種目、数とも同じであり、生徒数減少による部活動入部者分散化や、教員数減により複数人の配置

が難しく教員の負担が大きく現状のままで健全な部活動持続は困難である。

そのため、令和6年度から2年間を休日の学校部活動の地域移行集中期間とする方針であり、円滑に実

施するため体制の整備が急務である。そこで、町内唯一の総合型地域スポーツクラブを母体とした体制をモデ

ルとして、屋外競技について、学校施設を活用して行われる活動に指導者を派遣する体制や、自ら管理する

指定管理施設を活用して多様な活動の機会を確保し生徒が選択し参加する体制を構築し、学校部活動

を持続可能な地域移行となるよう実践的に実施する。

人口 13,353人 部活動数 16部活

公立中学校数 1校 市区町村の協議会・検討会議
等の設置状況

設置済

公立中学校生徒数 327人
(令和5年5月1日現在）

市区町村の推進計画・ガイドラ
イン等の策定状況

策定に向け準備中
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

年間の事業スケジュール

▼運営体制図（市区町村における推進体制図）
▼行政組織内での役割分担

⚫ 教育委員会（教育総務係）

企画立案、団体調整、予算管理、広報

⚫ 首長部局（企画財政課）

大学連携、指導人材発掘、施設改修

川棚町教育委員会

川棚町部局

（企画財政課）
長崎県

長崎国際大学

連携

川
棚
町
地
域
部
活
動

検
討
委
員
会
・・・・・・

チューリップクラブ

（新）地域スポーツクラブ

（令和６年度から）

設立

運営母体

学校施設

グランド

設備・備品

委託

連

携

使用許可

人材

バンク

地域クラブチーム

斡旋

指導者登録

委

託

教員・地元競技者

指導者群

地域スポーツ：ホッケー競技

・体育協会

・文化連盟

・ｽﾎﾟｰﾂ

推進委員

・ｽﾎﾟｰﾂ少年団

など

参加

評価

検証

提案

連携

参画

協

力
地元

連絡

活用

地域移行部活動

・女子ソフトボール部

・陸上部（男女）

・サッカー部（男女）

川
棚
町
中
学
校

学校

各スポーツ協会員

時期 実施事項 備考
12月21日 業務委託契約（期間：R5.12.21～R6.3.4）

12月23日 陸上部指導（指導者２名：川棚中学校）

1月12日 長崎国際大学意見交換（出席者／大学8名,長崎県1名,教育委員会1名）

1月16日 「中学校部活動の地域移行」講演会（来場者数65名） 会場：川棚町公会堂

1月27日 陸上部指導（指導者２名：川棚中学校）

2月1日 陸上部連絡会（参加者／指導者2名、保護者1名、協会1名、教育委員会1名、チューリップSC1名) 会場：川棚町中央公民館

2月6日 ホッケークラブ連絡会（参加者／指導者1名、保護者1名、協会1名、教育委員会1名、チューリップSC1名) 会場：川棚町中央公民館

2月9日 サッカー部連絡会（参加者／学校1名、保護者2名、協会1名、教育委員会1名、チューリップSC1名) 会場：川棚町中央公民館

1月27日 陸上部指導（指導者２名：川棚中学校）

2月19日 女子ソフトボール部連絡会（参加者／学校1名、保護者5名、教育委員会1名、チューリップSC1名) 会場：川棚町中央公民館

2月24日 ホッケー合同練習（川棚高校男女ホッケー部との練習／場所：川棚高校、（指導者2名）

2月28日 スポーツ指導者講習会（場所：川棚町中央公民館 参加者18名（内登録指導者2名）

3月2日 陸上部指導（指導者２名：川棚中学校）

3月2日 ホッケー体験会（小学生を対象にしたホッケー体験会（指導者3名 ,小学生32名参加） 場所:中央公園体育館
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の運営実績

拠点校数 １校 地域クラブ活動に取り組んだ種目 陸上、サッカー、女子ソフトボール部、ホッケー

地域クラブ活動に取り
組んだ部活動数

４部活

拠点校名 川棚中学校

地域クラブ活動に移行
した部活動数

４部活

地域クラブ活動で実施
した種目

陸上

運営主体名 川棚町教育委員会

運営類型 市区町村運営型（地域団体・人材活用型）

１か月あたりの平均的な
活動回数

陸上：月1回程度

指導者の主な属性 外部指導者

活動場所 川棚中学校

主な移動手段 徒歩、保護者送迎

１人あたりの参加会費等
（年額）

徴収しない

１人あたりの保険料 スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年

指導者１人あたり：1,850円/年

▼活動概要 ▼運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

主な取組例

川
棚
町

・事業設計
・外部指導者発掘
・学校との連絡調整
・広報活動
・アンケート調査実施

（一
般
社
団
法
人
）
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

業務委託 川
棚
中
学
校

指導者の紹介等の事業協力
・郡陸上協会
・川棚アスリートクラブ
・町サッカー協会
・県ホッケー協会

・練習会場確保
・指導者の派遣管理、謝金の支払
・指導者人材バンク管理
・部員、指導者の傷害保険加入
・連絡会出席・意見交換・検証

地域クラブ活
動への参加
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ア．関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

実施主体の運営体制の整備や人材の確保など持続可能な運営ができる組織体制を整備する。

事故等の対応を含む管理責任や賠償責任の主体を明確に共通理解を図る。
取組事項

学校、保護者、スポーツ団体、指導者、教育委員会の連絡会を開

催し移行への理解と競技毎の課題や方向性を共有し各部ごとに取

り組み体制整備に向けた素地をつくった。

事故等の対応については、地域移行活動は学校管理外の活動で

あることを認知し、「スポーツ安全保険」に加入し活動した。なお既に

加入する部（サッカー、ホッケー）もあった。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

検討委員会の提言を受け、地

域移行の周知不足を解消する

ため県地域移行コーディネーター

を講師に招聘した講演会を開

催した。

（来場者65名）

特に
工夫した
事項

本年度、業務を委託した総合型地域スポーツクラブ「チューリップスポーツクラブ」から、既存の組織を受け皿とするより、新たな地域クラブを設置が

望ましいとの成果報告を受けた。令和6年度からは、休日の完全移行に向け、受け皿の整備に注力していくことになるが、継続性をテーマに枠組

み（広域）も含め整備を進めていく。

今後の
課題と
対応方針

川棚町教育委員会

川棚町部局

（企画財政課）
長崎県

長崎国際大学

連携

川
棚
町
地
域
部
活
動

検
討
委
員
会
・・・・・・

チューリップクラブ

（新）地域スポーツクラブ

（令和６年度から）

設立

運営母体

学校施設

グランド

設備・備品

委託

連

携

使用許可

人材

バンク

地域クラブチーム

斡旋

指導者登録

委

託

教員・地元競技者

指導者群

地域スポーツ：ホッケー競技

・体育協会

・文化連盟

・ｽﾎﾟｰﾂ

推進委員

・ｽﾎﾟｰﾂ少年団

など

参加

評価

検証

提案

連携

参画

協

力
地元

連絡

活用

地域移行部活動

・女子ソフトボール部

・陸上部（男女）

・サッカー部（男女）

川
棚
町
中
学
校

学校

各スポーツ協会員
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：イ：指導者の質の保証・量の確保

体育・スポーツ協会、競技団体、大学等と連携し指導者を

確保する。
取組事項

各スポーツ協会連携し指導者確保を図った。

（陸上２名、サッカー1名、ホッケー4名）

女子ソフトボール部につ

いては3名に打診したが

未確保、2月28日スポ

ーツ指導者研修会を開

催し指導者の質の

確保を図った。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

各協会も部活動の現状を把握でき指導者の確保と競技

者の確保にも取り組むことができた。（サッカー、ホッケー）特に
工夫した
事項

「川棚町部活動地域移行ガイドライン（仮称）」の策定後、試験的に設置する人材バンクを正式に運用することとしている。現在、登録者につ

いても町ガイドラインを説明し、承諾者を指導者として派遣する。指導者登録の流れを整備し指導者の確保図り、本年度同様に研修会の定例

的な開催を目指す。

今後の
課題と
対応方針

また、試験的ではあるが、町独自の人材バンクを設置し、指

導者の登録を円滑に進めた。さらに、2月28日に開催した研

修会を、定例研修とタイアップし開催し、内容の充実や広報

活動など効率的に開催した。

さらに、2月28日に開催した研修会を、定例研修とタイアップし開催し、内容の

充実や広報活動など効率的に開催した。
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ウ：関係団体・分野との連携強化

大学、競技団体と指導者の派遣や指定管理施設の利用について連携する。

取組事項

長崎国際大学や各競技団体と指導者の派遣について意見交換し連携体制を構

築する。

通常の練習は川棚中学校で行い、部員確保のための体験会は指定管理施設で

優先的に利用することができた。
取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

長崎県担当職員と連携し、長崎国際大学と意見交換が実現することができた。

意見交換には、学科長 脇野教授はじめ７名の関係者が出席され、大学側の意向や考え

方が把握でき、今後に期待できる内容が確認できた。

競技団体とは、東彼杵郡陸上協会と町サッカー協会に指導者を派遣について連携して取り

組み、陸上は２名、サッカー５名の紹介があり、内、本年度は、陸上部２名、サッカー部１名

の指導者の登録に繋がった。

特に
工夫した
事項

長崎国際大学と川棚町は地域課題に連携して取り組む包括協定を締結している。また、本町から車で15分の立地にあり、人の往来が比較的

容易である優位性を活かし、今後も連携関係を継続する。

競技団体との連携について、他の競技団体とも連携し指導者の確保を図る。

今後の
課題と
対応方針

町中央公園体育館（指定管理者
施設）で実施したホッケー体験会
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：オ：内容の充実

複数の競技が実施できるよう地域スポーツ活動を実施する。

取組事項

ホッケー競技について、選手登録の制約が中体連組織と別であるためホッケークラブと中学校部活動

に入部しても大会の出場機会に影響がないため、兼部の実現性が高いことが認識できた。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

実証事業実施部活及びクラブにおいて実施した連絡会で上記のこと

が確認でき、その後、ホッケークラブ入部者にアンケート調査を実施し

兼部について個人の把握に努めた。特に
工夫した
事項

生徒アンケートの結果１０名中5名が兼部の意向を示している。このことを踏まえ、複数の競技が実施できるようクラブ・学校と合意形成を図り

生徒が選択できる環境整備を図こととし、また、本件をリーディングケースとし全体への波及を図る。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：カ：参加費用負担の支援等

地域スポーツクラブ活動に係る収支を踏まえた適切な設定・徴収方法の検討や保護者負担経費の調査を行う。

取組事項

アンケート調査を実施し保護者の負担する

金額の現状が把握できた。

小学校は月1人に5,000円以上負担して

いる家庭が多いが、中学校では、負担なし

～2,000円台が６０％を占めた。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

学校ICTを活用し、アンケート調査を児童（4～6年）、生徒（1～2年）、アンケート対象児童生徒保護者に実施した。初回であり、地域

移行の事業周知を兼ね実施した。

特に
工夫した
事項

参加者の費用負担について現状把握のためアンケート調査を継続して実施し、適切な料金設定を図り、生活困窮者支援について検証してい

る。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：キ：学校施設の活用等

学校施設・設備・備品を使用して地域スポーツクラブ活動を実施する際の利用ルールを策定する。

取組事項

屋外競技ついては、特別の配慮なく学校施設を使用することができた。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

地域移行した活動も、部で予定する練習スケジュールに合わせて実施し他の部活動と競合することなく実施できた。

体験会については、日曜日開催や他の施設を使用し学校施設を円滑に利用することができた。

特に
工夫した
事項

活動の主体が地域に移行するが、練習場所は中学校施設が主になる。また、外部指導者の意向を踏まえてた練習時間を設定する必要がある

が、他の部活動と競合することがないよう、施設の利用についてルール化を図る。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

図、グラフ、文章での説明等

【児童生徒・保護者アンケート】 【広報物】

図、グラフ、文章での説明等
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２．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

【陸上部（通常練習）】

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

【陸上部（通常練習）】

【サッカー部（部活動体験会）】 【ホッケークラブ活動】

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

日時：12月23日(土)
7:00～8:30

場所：川棚中学校
参加：9名
指導者：守田、田中

日時：3月2日(土)
7:00～8:30

場所：川棚中学校
参加：8名
指導者：守田、田中

日時：2月25日(日)
13:00～15:00

場所：川棚中学校
参加：小学生3名

中学生3名
指導者：野中
協力：町サッカー協会

日時：3月2日(土) 13:00～15:00
場所：中央公園体育館
参加：小学校24名、中学校9名
指導者：浪花、中野、小峰

≪ホッケー体験会≫

日時：2月24日(土) 9:00～11:00
場所：川棚高校
参加：9名(男3 女3)
指導者：浜田、野中

≪合同練習≫
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

協議会設置、検

討開始

学校・保護者へ

の説明

受け皿団体との

協議、指導者の

掘り起こし

スポーツ団体と連

携し、外部指導

者の確保

活動内容の協議

検討

連絡会を次年度

の活動内容を協

議

地域クラブ活動の

拡大

●ステークホルダー：

・学校（管理職）

・保護者(PTA代表）

●経過：

全体説明会の後、個別協議を実

施し地域移行に係る事業実施につ

いて理解を得る。

●実施にあたって生じた課題：

生徒指導や受け皿（候補）団

体に抵抗感が強く協議が難航し、

事業の再検討が求められた。

●実施内容、工夫した点 等：

学校、部活動振興会（PTA組

織）、教育委員会の3者による検

討チームを組織し、受け皿団体の検

討や事業の進め方など予め協議す

ることし、計画する事業の実施に理

解を得ることができた。

令和５年 令和６年 令和７年

●ステークホルダー：

・学校（部活動顧問）

・保護者（保護者会代表等）

●経過：

部の現状を把握し、保護者の

意向を確認するため、部毎にヒアリ

ングを実施し事業の円滑化を図る。

●実施にあたって生じた課題：

各部の事情は様々で確認作業

に時間を要し、部内でも意見が分

かれるケースがあった。

●実施内容、工夫した点 等：

時間を掛け、ヒアリングを行い、

子ども達が活動する環境を継続す

るための趣旨であることを念頭に、

一定の理解を得るまでは事業を

実施しないこととした。

●ステークホルダー：

・外部指導者

●経過

外部指導者を確保するため関係

競技のスポーツ協会と連携し取り

組む。

●実施にあたって生じた課題

指導者の掘り起こしは進展する

が責任が増え負担が増えることや、

保護者の反応や部の現状（少人

数）から指導者登録が難航した。

●実施内容、工夫した点 等

受け皿の整備やスポーツ保険へ

の加入を勧めることや、活動の頻

度（日数）を保護者と協議し決

め、学校（顧問）、保護者、指

導者との合意形成に時間を掛け

対応した。

●ステークホルダー：

・生徒

・新入学生（小学生）

●経過

保護者、協会とのヒアリングにおい

て、部継続のためは、部員確保が

必要になるとの認識のもと、小学生

を対象にした体験活動に取り組む。

●実施にあたって生じた課題

部毎に部活動体験会を企画する

が、周知等、準備期間が確保でき

ず参加者の確保が課題となった。

●実施内容、工夫した点 等

連絡会（教員、保護者、指導者、

教育委員会、協会）を開催し実

施内容を検討し、協会を通じジュニ

アチームへの声かけや、小学校と連

携したチラシの配布、指定管理施

設（中央公園体育館）使用競技

など各団体が分担し取組み、各部

の体験会の円滑な実施を図った。
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３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ



【長崎県波佐見町】
令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
（運動部活動の地域移行に向けた実証事業）

自治体名 長崎県波佐見町

担当課名 波佐見町教育委員会 教育総務班

電話番号 0956-80-6667



2

１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における波佐見町の現状・課題

〇全国的な人口減少は、ここ波佐見町においても例外ではなく、年々減少の一途をたどっているのが

現状である。生徒数約400名の波佐見中学校の部活動は活発に行われており、16部活動に約9

割の生徒が参加している。全国大会に複数回出場する野球部は今年度はベスト8まで勝ち上がる

実績を残した。また、サッカー部は県大会に出場、好成績をあげることができた。

しかし、近隣の中学校では、部の存続が厳しいことで、やりたい活動に参加できない悩みも抱えてい

る。これらの現状から近い将来波佐見中学校においても、生徒数の減少や指導者の不足により活動

が制限されてしまう恐れは否めない。

〇波佐見町はジュニアのスポーツ活動が盛んで、少年野球部の活躍が目覚ましい。町内には4つのク

ラブチームで多くの児童が活躍し、全国大会にも駒を進めているチームもある。小学校から中学校へ

進学しても、継続して活動する生徒が多く、連続性による技術の向上が強さの秘訣でもある。

〇波佐見中学校サッカークラブとジュニアサッカークラブ（デサフィーゴ）が連携して活動するのはこの

連続性によりスムーズな地域クラブ化と、活動の幅を期待するものである。現に、ジュニアサッカークラブ

で活動した生徒が多く中学校のサッカークラブに入部し活躍しているため、連携は難しいことではない。

実証事業では、指導者の乗り入れを大きな目的として取組を進めてきた。指導者が小・中の壁を越

えて協同して指導に当たることで効果や課題を把握し今後の活動につなげていきたい。

〇一方で、東彼杵郡には3つの町があり、それぞれ1つの中学校で部活動に多くの生徒が参加してい

る。今後は3つの中学校区での連携も視野に入れて、どの生徒にもやりたい活動ができる体制を整え

ていかなければならない。

人口 14,164人 部活動数 １６部活

公立中学校数 １校 市区町村の協議会・検討会議
等の設置状況

波佐見町地域部活動
推進検討会

公立中学校生徒数 ３８５人 市区町村の推進計画・ガイドラ
イン等の策定状況

策定済み（令和5年10月）

360

370

380

390

400

410

420

波佐見中学校の生徒数推移 
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

年間の事業スケジュール

〇令和5年1月19日「波佐見町地域部活動推進検討委員会」発足
〇令和5年4月26日実証事業開始
〇令和5年4月28日波佐見中学校部活動振興会総会にて、実証事業周知
〇令和5年6月 8日サッカー部保護者会にて、実証事業詳細を連絡・協議
〇令和5年9月27日「第2回波佐見町地域部活動推進検討委員会」を開催し、実証事業の進捗状況報告及び現状と課題の把握
〇令和5年10月15日アンケート実施（サッカー部保護者、小5～中2の児童生徒、中学校教職員）
〇令和5年10月 波佐見町地域部活動方針及び推進計画策定
〇令和6年 1月18日外部指導者連絡会を開催し、部活動の地域化及び実証事業について連絡

▼運営体制図（波佐見町における推進体制図） ▼行政組織内での役割分担

⚫ 教育委員会（教育総務班）

波佐見中学校サッカー部とJrサッカークラブ（スポーツ少年団）との連

携を進めるために、全体的なコーディネートを行う。その際、各チームの

顧問や監督と連絡調整を行い、スムーズな運営ができるように働きかけ

る。

小学生1年生～中学3年生までの地域クラブ化を目指し、練習や試

合等に合同で参加したり、見学したりする中で、技術の向上や連帯感

を養う。

波佐見町                
教育委員
会

コーディ
ネート 波佐見中学校サッカー部

Jrサッカークラブ（デサフィーゴ）

連携

指導助言

町体育協会
町スポーツ推
進委員会町地
域クラブ

波佐見中学校
部活動振興会

協力
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の運営実績

拠点校数 １校 地域クラブ活動に取り組んだ種目 サッカー部

地域クラブ活動に取り
組んだ部活動数

１部活

拠点校名 波佐見中学校

地域クラブ活動に移行
した部活動数

１部活

地域クラブ活動で実施
した種目

サッカー

運営主体名 デサ・フィーゴ波佐見

運営類型 地域団体・人材活用型

１か月あたりの平均的な
活動回数

サッカー：月４回程度

指導者の主な属性 波佐見中学校

活動場所 波佐見中学校

主な移動手段 徒歩・保護者送迎

１人あたりの参加会費等
（年額）

サッカー：12,000円

１人あたりの保険料 スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年

指導者１人あたり：1,850円/年

▼活動概要 ▼運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

主な取組例

　

　

波佐見町

教育委員会

コーディ

ネート
波佐見中学校サッカー部

Jrサッカークラブ（デサフィー

ゴ）

連携

指導助 町体育協会

町スポーツ推進委

員会町地域クラブ

波佐見中学校

部活動振興会

協力
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ウ：関係団体・分野との連携強化

・休日の地域クラブ化を目指し、中学校サッカー部とスポーツ少年団のサッカークラブとの一体化を進める。互いの指導者の乗り入れにより、クラブ

チームとしての一体化を目指す。活動を共にする中学生と小学生も互いに切磋琢磨し、活動の幅を広げたり、技術の向上を進める。

・子供だけではなく、保護者の交流の拡充も見据え、可能な限り互いの活動をお知らせしたり、試合の案内をすることで、クラブ全体としての一体

化につなげる。

取組事項

・参加した中学生２５人を対象としたアンケートの結果、回答者の７２%が「責任

感が高まった」、また、「メンバーと仲良くなった」と回答者の９２％が一体感と、連帯

感をとらえている。

・指導者の乗り入れで指導の幅が広がるとともに、指導の質の向上が図れた。特に、

小学生の指導の在り方に参考になったとの感想を持っている。

・小学生の保護者が中学生の練習のサポートをする機会も見られるようになった。地

域クラブの一体的な活動によるものである。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・小学校保護者１５１名、中学校保護者１５０名から回答を得たアンケートでは、

小学校、中学校共に「楽しく教えてくれる」が最も多く、「専門的に教えてくれる」ことを

望んでいる。楽しく活動できるとともに、技術の向上を求めている。

・そのため、指導の在り方についても、保護者の意向を意識した活動を実践してきた。

子供も保護者もおおむね満足した意見が寄せられている。

特に
工夫した
事項

・子供や保護者のニーズにである、専門性的な指導と楽しい活動を組み入れた地域クラブ化により、今後もさらに研究を重ね推進していかなけれ

ばならない。一方で、指導者の確保が心配されるところである。サッカー部を例にとっても現在の指導者（学校職員）が転勤となった場合、指導

者が確保できるとは限らない。現在は、地域の人材の掘り起こしを急いでいるところである。

今後の
課題と
対応方針

0 5 10 15 20 25 30

技術の向上

責任感が高まった

仲良くなった

練習に意欲が高まった

合同練習でよかった面

全体 人数
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

【保護者：休日の活動の参加について】 【児童・生徒：活動の目的】

・小・中学校の児童生徒及び保護者の「部活動の地域移行アンケート」により、保護者は休日の活動について活動をさせたいと考えており、部活

動が休日に地域活動となった場合も、これまで同様に参加する生徒は多いと思われる。

・活動の目的としては、最も多かったのは小・中ともに「体力の向上」である。また、「友達づくり」を目的としている児童・生徒も多いことから、友達と

楽しみながらスポーツや文化活動を行いたいと考えている。

・地域移行となった場合も、受け皿の体制を整えていくことで、スポーツや文化活動を楽しむとともに、技術の向上を目指した活動に取り組んでいく

ことと思われる。
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２．実証内容と成果
参考資料（活動写真）

【小・中ミックスチームでミーティング】

【合同練習 全員集合】 【合同練習風景】

【小・中ミックスチームでミーティング】
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

波佐見町地域部

活動推進検討委

員会検討開始

周知
休日の地域移行

の開始

指導者人材バンク

の作成

平日の地域クラブ

化の検討開始

〇経過
R5.1.19 
波佐見町地域部活動推進検
討委員会を設置

R5.9.27 
第2回波佐見町地域部活動推
進検討委員会の開催

〇実施内容
国や県の動向を示し、波佐見町
の現状や今後の動きについて意
見交換

〇課題

将来的には完全に地域クラブ化

となることを確認したが、指導者

の確保が最大の課題として確認

した。

令和５年 令和６年 令和７年 令和８年

〇経過

R5.6.8

波佐見中学校サッカー部保護

者へ実証事業を含めた地域移

行について説明、意見交換

R6.1.18

外部指導者連絡会にて、意見

交換

〇実施内容

保護者は情報として部活動の地

域移行については知っているもの

の、実感はないようである。

外部指導者には日頃の指導の

感謝の言葉と今後の動きについ

て意見交換した。

〇課題

外部指導者は今後も協力して

いただくことで確認したが、指導

者の数が不足することの心配が

ある。

〇計画

R6.4.26

波佐見中学校の全保護者を対

象とした地域移行の説明会開

催

R6年度2学期から、教職員によ

る休日の部活動の指導を外し、

地域移行を目指す。

教職員の「兼職兼業」の申請に

ついての周知と実施

〇計画

指導者の人材を広く求め、人材

バンクの作成し、地域の力で子

供たちの育成を目指す。

平日の地域移行についての課題

は「人材」と「財源」であるため、

その課題を解決改善していくため

の協議を進めていく。
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３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和８年度

波佐見町

外部との連携

平
日
の
地
域
移
行
の
実
施

波佐見町部活動地域移行検討委員会

休日の地域移行開始
（R6.2学期から教職員を指導から外す）

「兼職兼業」申請開始

平日の地域移
行検討開始

サッカー部での
実証事業

郡内地域移行検討

保護者・指導者への周知・協力

地域住民・企業への周知
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